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ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
域
の
防
災
対
策
を

質
　
問

　
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議

会
は
、
原
爆
パ
ネ
ル「
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
　
原
爆
と
人
間
」
を
あ

ら
ゆ
る
地
域
で
よ
り
多
く
の
人
に

見
て
も
ら
い
、
核
兵
器
を
な
く
す

た
め
の
世
論
が
広
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

　
愛
西
市
で
も
購
入
し
、
平
和
作

品
展
や
市
の
施
設
や
学
校
で
積
極

的
な
展
示
を
し
て
ほ
し
い
が
。

平
和
行
政
の
推
進
を

加 藤 敏 彦 議員

質
　
問

　
安
倍
首
相
は
、
閣
議
決
定
で
、

現
行
憲
法
の
も
と
で
も
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
が
で
き
る
と
の

見
解
を
表
明
し
た
。
日
本
の
平
和

の
在
り
方
に
つ
い
て
「
戦
争
で
き

る
国
」
に
変
え
る
重
大
な
変
更
で

あ
る
。

　
長
崎
市
の
平
和
祈
念
式
典
で
、

被
爆
者
の
代
表
は
「
日
本
国
憲
法

を
踏
み
に
じ
っ
た
暴
挙
で
す
」
と

述
べ
た
。
弥
富
市
長
は
、「
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
と
い
う
憲
法
第

9
条
の
解
釈
改
憲
を
急
ぐ
こ
と

に
、
甚
だ
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。

…
私
は
、
第
9
条
を
守
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
る
」
と
一
般
質
問
で

答
弁
し
て
い
る
。

　
集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
、
市

長
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を
も
っ
て

い
る
か
。

市
　
長

　
集
団
的
自
衛
権
は
、
外
交
上
、

防
衛
上
の
重
要
な
問
題
で
あ
り
、

世
界
的
な
平
和
を
い
か
に
実
現
し

て
い
く
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
国

政
の
場
に
お
い
て
十
分
に
議
論
さ

れ
る
べ
き
あ
る
。

　
私
自
身
と
し
て
は
、
愛
西
市
は

非
核
・
平
和
都
市
宣
言
を
し
て
お

り
、
世
界
平
和
を
願
っ
て
い
る
。

質
　
問

　
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
ま
だ
佐
屋
北

部
地
区
や
八
開
地
区
の
整
備
が

終
わ
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
計
画
を
進
め
る
か
。

企
画
部
長

　
市
の
大
き
な
方
向
性
と
し
て

は
、
で
き
る
だ
け
新
た
な
建
物
は

つ
く
ら
ず
、
既
存
の
施
設
は
有
効

に
活
用
す
る
方
向
で
、
総
合
的
に

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
　
問

　
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
域
の
避

難
場
所
の
確
保
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。公
共
施
設
、

民
間
施
設
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
各
地
で「
命
の
丘
」と
し
て
高
台

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

永
和
荘
の
跡
地
、
佐
屋
総
合
運
動

場
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長

　
市
の
保
有
す
る
パ
ネ
ル

は
随
分
古
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
パ
ネ
ル
購
入
に
向

け
て
検
討
し
て
い
る
。

総
務
部
長

　
1
次
避
難
所
と
し
て
中
学
校
6

校
と
農
業
改
善
セ
ン
タ
ー
、
2
次

避
難
所
と
し
て
47
施
設
を
指
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
民
間
避
難
ビ
ル

に
つ
い
て
は
、
10
施
設
と
協
定

を
結
ん
で
い
る
。

　「
命
の
丘
」の
高
台
整
備
に
つ
い

て
は
、
考
え
て
い
な
い
。

▲原爆ドーム


